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【
品
川
・
書
記
・
吉
田
ゆ
め

通
信
員
】豊
越
分
会
で
は
現
在
、

若
手
・
子
育
て
世
代
の
組
合
員

の
掘
り
起
し
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

豊
越
分
会

は
、
組
織
人
数

1
1
3
人
、
事

業
所
群
も
含
め

た
群
数
11
群
で
構
成
さ
れ
て
い

る
分
会
で
す
。
要
請
ハ
ガ
キ
の

提
出
は
支
部
随
一
で
、
企
業
群

か
ら
の
回
収
率
も
良
く
、
組
織

人
員
の
4
0
0
％
を
超
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定

健
診
の
受
診
率
は
60
％
を
超

え
、
2
年
連
続
で
国
保
組
合
か

ら
表
彰
を
受
け
る
な
ど
要
求
に

対
す
る
取
り
組
み
が
し
っ
か
り

と
で
き
て
い
ま
す
。
「
や
る
こ

と
は
、
や
ら
な
き
ゃ
」
と
い
う

意
識
が
高
い
分
会
で
す
。

春
の
住
宅
デ
ー
で
も
、
前
年

の
来
場
者
に
ハ
ガ
キ
で
案
内

し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
は
花
の
鉢

植
え
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
な
ど
工

夫
し
、
包
丁
研
ぎ
や
ま
な
板
削

り
は
も
ち
ろ
ん
、
主
婦
の
会
と

協
力
し
た
模
擬
店
な
ど
で
盛
り

上
げ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
分
会

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方

で
、
拡
大
運
動

や
動
員
に
若
手

組
合
員
の
参
加

が
少
な
い
の
は

他
の
分
会
と
同
じ
で
、
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
若

手
・
子
育
て
世
代
の
組
合
員
に

関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、

今
年
2
月
の
分
会
レ
ク
で
初
の

試
み
と
し
て
、劇
団
四
季
の「
ラ

イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
観
劇
を
企
画

し
ま
し
た
。
2
家
族
か
ら
初
め

て
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
定
員

超
過
と
な
る
な
ど
反
応
は
上
々

で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
群
会
計
の

自
宅
で
個
別
に
開
い
て
い
た
群

会
議
を
、
1
月
か
ら
全
群
合
同

で
地
域
の
会
館
で
行
な
う
こ
と

に
し
、
組
合
へ
の
結
集
を
図
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
取
り
組
み
が
ど
う
実

を
結
ぶ
か
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で

す
が
、
豊
越
分
会
は
今
着
実
に

前
進
し
て
い
ま
す
。

【
北
・
書
記
・
高
橋
伸
明
通
信

員
】
1
月
10
日
、
北
と
ぴ
あ
ペ
ガ

サ
ス
ホ
ー
ル
に
て
2
0
1
9
年
北

支
部
旗
開
き
を
開
催
し
ま
し
た
。

多
く
の
仲
間
と
来
賓
を
迎
え
て
の

旗
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

中
西
副
委
員
長
の
司
会
に
よ
り

進
め
ら
れ
、渡
辺
委
員
長
か
ら
は
、

こ
の
厳
し
い
情
勢
の
中
、
昨
年
を

超
え
る
組
織
数
で
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
、
日
々
の
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
ご
尽
力
の
結
果
で
あ
る
こ

と
、
今
年
も
仲
間
づ
く
り
月
間
や

消
費
税
の
問
題
な
ど
の
地
域
運
動

に
引
き
続
き
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
方
々
か
ら
の
あ

い
さ
つ
、
神
東
分
会
山
田
分
会
長

の
乾
杯
、鏡
開
き
、会
場
を
盛
り
上

げ
る
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、恒
例
の
福
引
大
会
で
は
、

個
人
の
部
と
分
会
の
部
が
行
な
わ

れ
、
当
選
分
会
の
仲
間
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

福
引
後
の
興
奮
も
収
ま
ら
ぬ

中
、
組
織
担
当
宮
下
副
委
員
長
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
と
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
北
支
部
1
3

0
人
、
来
賓
40
人
で
し
た
。

【
品
川
・
書
記
・
吉
田
ゆ
め
通

信
員
】
品
川
支
部
で
は
1
月
8
日

に
、
品
川
区
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
新
年
初
顔
合
わ
せ
を
開

催
。
来
賓
に
は
、
品
川
区
都
市
環

境
部
長
を
始
め
、
地
元
選
出
の
国

会
議
員
や
都
区
議
会
議
員
な
ら
び

に
、
地
元
で
共
闘
す
る
3
組
合
か

ら
も
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
盛
会

と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
、野
村
執
行
委
員
長
よ
り
、

昨
年
の
拡
大
運
動
や
諸
活
動
に
対

す
る
組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
の

協
力
へ
の
感
謝
と
公
契
約
条
例
制

定
に
向
け
た
決
意
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
各
議
員
の
方
か
ら
は
、
末

端
建
設
労
働
者
に
至
る
適
正
な
賃

金
の
支
払
い
や
、
健
診
や
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
へ
の
支
援
な
ど
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
な
ど

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
津

田
副
委
員
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、

分
会
・
世
代
の
垣
根
を
越
え
た
組

合
員
同
士
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
交
流
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
年
も
私
た
ち
の
暮

ら
し
と
生
活
を
守
る
た
め
、
厳
し

さ
に
負
け
ず
に
頑
張
ろ
う
と
誓
い

合
い
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
初
顔

合
わ
せ
を
終
え
ま
し
た
。

【
三
鷹
武
蔵
野
・
書
記
・
奥
村

研
一
通
信
員
】
1
月
12
日
、
武
蔵

野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
「
11
階
レ
イ

ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
」
に
て
三
鷹
武
蔵

野
支
部
新
春
旗
開
き
を
盛
大
に
開

催
し
ま
し
た
。
組
合
員
・
来
賓
含

め
1
6
0
人
の
参
加
で
し
た
。

菅
直
人
衆
議
院
議
員
、
三
鷹
市

・
武
蔵
野
市
の
両
市
長
、
東
京
土

建
本
部
の
渡
辺
義
久
副
執
行
委
員

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
の
皆

様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
子
昭
二
委
員
長
の
冒
頭
あ
い

さ
つ
で
は
、
大
勢
で
祝
う
旗
開
き

の
お
礼
と
、
こ
の
間
の
活
動
の
お

礼
、
健
康
診
断
受
診
の
お
願
い
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
麻
生
嶋

初
枝
副
委
員
長
の
音
頭
で
乾
杯

し
、
歓
談
に
移
り
ま
し
た
。

各
団
体
紹
介
の

後
、
吉
田
幸
仁
副
委

員
長
・
小
仁
所
広
幸

常
任
の
2
人
が
司
会

の
恒
例
の
大
抽
選
会

が
行
な
わ
れ
、
会
場

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

終
わ
り
に
矢
内
雅

之
書
記
長
の
締
め
の

あ
い
さ
つ
と
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し

ま
し
た
。

垣根を越えた交流

増
勢
で
新
年
迎
え
る

公契約向け決意固め合う

北

１２

名物分会名物分会

最後はガンバロー三唱で団結

包丁研ぎ本数も
トップクラス

恒
例
福
引
大
会
で
は
大
歓
声

ファイルファイル

品
川
支
部
豊
越
分
会

品
川

鏡開きで2019年がスタート

若
手
掘
り
起
こ
し
に
力

１
６
０
人
で
祝
う

特
定
健
診
で
２
年
連
続
表
彰

三鷹
武蔵野

大
抽
選
会
も
盛
上
が
り

支部バスハイクに参加した分会の皆さん

あいさつする金子委員長


